
計
量

管
理

お
役

立
ち

シ
リ
ー

ズ
計

量
管

理
お

役
立

ち
シ
リ
ー

ズ

分
銅

の
選

び
方

ま
ん
が

は
か
る
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ

S
h
o
p

ま
ん
が

分
銅

の
選

び
方

第
2
版

作
成

　
2
0
1
8
年

9
月

本
書

の
無

断
転

載
を
禁

止
し
ま
す

。

[
作

成
者

】　
有

限
会

社
　

デ
ジ
タ
ル
工

房
K
in
o
s

計
量

管
理

お
役

立
ち

シ
リ
ー

ズ
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よ う こ そ ᷝ

分 銅 研 究 所 へ ！

私 は ᷝ ウ エ ー ト 博 士

じ ḉ ！

こ れ か ら 分 銅 の

選 び 方 に つ い て

説 明 し き ま す ᷞ

ご 家 庭 で は ᷝ 分 銅 を

あ ま り 使 い ま せ ん が ᷝ

商 店 や 工 場 な ど で

使 Ḉ て い る 電 子 は か り や ᷝ

研 究 所 の 実 験 室 で 使 用

し て い る 電 子 天 び ん

に は 関 係 深 い も の

な の で す ᷞ

そ れ で は ᷝ 電 子 は か り

の 点 検 ・ 検 査 に 使 用 す る

分 銅 の 選 び 方 を ᷝ

わ か り や す い よ う に

ス テ Ḕ プ を 追 Ḉ て

説 明 し ま す ᷞ

（
以

下
、

こ
れ

ら
の

は
か

り
を

「
電

子
は

か
り

」
と

し
ま

す
。

）
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分
銅

の
校

正

点
検

や
検

査
に

使
う

分
銅

の
定

期
検

査
は

、
原

則
と

し
て

１年
毎

に
校

正
し

ま
す

。

し
か

し
、

使
用

頻
度

に
よ

っ
て

は
、

定
期

検
査

の
周

期
を

短
く

す
る

こ
と

を
お

勧
め

し
ま

す
。

校
正

と
は

、
標

準
器

を
用

い
て

計
量

計
測

機
器

が
表

示
す

る
値

と
真

の
値

の
関

係
を

求
め

る
こ

と

で
す

。

校
正

を
受

け
る

こ
と

で
、

信
頼

性
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

校
正

に
は

、
「

J
C

S
S

校
正

」
と

「
一

般
校

正
」

が
あ

り
ま

す
。

J
C

S
S

校
正

J
C

S
S

校
正

は
、

J
C

S
S

校
正

事
業

者
が

校
正

し
、

校
正

証
明

書
な

ど
の

関
連

書
類

一
式

を

発
行

し
ま

す
。

J
C

S
S

校
正

は
、

国
家

標
準

に
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

さ
れ

た
校

正
の

証
明

で
あ

る
と

同
時

に
、

国
際

相
互

承
認

制
度

(M
R

A
)に

よ
り

、
そ

の
結

果
は

海
外

で
も

通
用

し
ま

す
。

一
般

校
正

一
般

校
正

は
、

メ
ー

カ
ー

が
校

正
し

、
校

正
証

明
書

な
ど

の
関

連
書

類
一

式
を

発
行

し
ま

す
。

J
C

S
S

校
正

証
明

書
(見

本
)

J
C

S
S

校
正

結
果

(見
本

)

J
C

S
S

(J
a
p
a
n
 C

a
li
b
ra

ti
o
n
 S

e
rv

ic
e
 S

y
s
te

m
)校

正
は

、
計

量
法

ト
レ

ー
サ

リ
テ

ィ
制

度

で
あ

り
、

計
量

器
の

校
正

ま
た

は
標

準
物

質
の

値
付

け
を

行
う

校
正

業
者

の
登

録
制

度
で

す
。

＜
J

C
S

S
校

正
と

は
＞
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ス テ Ḕ プ １

ま ず 初 め に 点 検 ・

検 査 に は ど の よ う

な 種 類 が あ る か

説 明 し ま し よ う ！

点 検 に は ᷝ 電 子 は か り を

使 用 す る 前 に 行 う᷷ 日 常 点 検 ᷸

と 一 定 の 時 期 ま た は 使 用 期 間

を 定 め て 行 う᷷ 定 期 点 検 や᷸

᷷ 定 期 検 査 が᷸ あ り ま す ᷞ

一 般 的 に ᷷ᷝ 日 常 点 検 や᷸

᷷ 定 期 点 検 は᷸ 担 当 者 が 行 い ᷝ

᷷ 定 期 検 査 は᷸ 管 理 者 が 行 い

ま す ᷞ
点

検
・
検

査
日

常
点

検

定
期

点
検

定
期

検
査

担
当

者
が

行
う

責
任

者
者

が
行

う

日 常 点 検 に 使 う 分 銅 の 質 量

定 期 点 検 に 使 う 分 銅 の 質 量

定 期 検 査 に 使 う 分 銅 の 質 量

普 段 計 量 し て い る 重 さᷫ 一 番 使 う

と こ ろ の 重 さ のᷬ と こ ろ を 確 認 ！

ひ ḋ う 量ᷫ 計 測 で き る 最 大 値 とᷬ

ひ ḋ う 量 の １ ／ ２ の 重 さ の と こ ろ

を 確 認 ！

１
２

３

ひ ḋ う 量 の 重 さ

ひ ḋ う 量 の １ ／ ３ 重 さ

ひ ḋ う 量 ４ ～ ６ 等 分 し た

各 点 の 重 さ

繰 り 返 し 性ᷫ 　 ひ ḋ う 量 に 相 当

す る 分 銅 を 何 度 か 積 み 下 ろ し を

し て そ の 表 示 を 確 認 ᷬ

直 線 性( ひ ḋ う 量 ま で を ４ ～ ６ 等

分 し た 各 点 に 加 重 し て そ の 表 示

を 確 認 ᷬ

偏 置 誤 差ᷫ は か り 計 量 皿 の 四 隅

に 荷 重 し て そ の 表 示 を 確 認 ᷬ

- 
1
3
 -

便
利

な
オ

プ
シ

ョ
ン

収
納

ケ
ー

ス

ピ
ン

セ
ッ

ト
、

グ
リ

ッ
プ

な
ど

防
湿

保
管

庫
、

防
振

台

分
銅

の
持

ち
運

び
は

、
汚

れ
の

付
着

、
分

銅
ど

う
し

が
ぶ

つ
か

っ
て

傷
が

つ
か

な
い

よ
う

に
、

専
用

の
ケ

ー
ス

に
保

管
し

た
状

態
で

持
ち

運
ぶ

必
要

が
あ

り
ま

す
。

分
銅

に
素

手
で

触
れ

て
は

い
け

ま
せ

ん
か

ら
、

板
状

分
銅

や
円

筒
分

銅
を

つ
か

ん
だ

り
、

持
ち

上
げ

た
り

す
る

場
合

は
、

先
端

に
樹

脂
や

ゴ
ム

の
カ

バ
ー

が
つ

い
た

ピ
ン

セ
ッ

ト
ま

た
グ

リ
ッ

プ

・
フ

ォ
ー

ク
な

ど
を

使
い

ま
す

。

分
銅

は
湿

気
や

ほ
こ

り
、

腐
食

ガ
ス

が
大

敵
な

の
で

、
防

湿
保

管
庫

な
ど

に
保

管
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
振

動
が

あ
る

と
電

子
は

か
り

で
、

正
確

な
測

定
が

で
き

ま
せ

ん
の

で
、

防
振

架
台

の
使

用
を

お
勧

め
し

ま
す

。

組
分

銅
ケ

ー
ス

単
品

分
銅

ケ
ー

ス

ピ
ン

セ
ッ

ト
グ

リ
ッ

プ
・
フ

ォ
ー

ク

防
湿

保
管

庫
防

振
台
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こ れ で

分 銅 の 選 び 方 の

説 明 は 以 上 で す ᷞ

博 士 ！

こ れ を 参 考 に ᷝ 使 用 し て

い る 電 子 は か り の 点 検 ・

検 査 に 合 Ḉ た 分 銅 を 選 ん

で く だ さ い ᷞ

電 子 は か り の 点 検 方 法

は ᷝ 別 冊᷷ ま ん が 電 子

は か り の 点 検 方 法 ᷸

を ご 覧 く だ さ い ᷞ
ス

ケ
ー

ル
教

授
 

- 
3
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ス テ Ḕ プ ２

点 検 ・ 検 査 す る

電 子 は か り の 性 能

を 確 認 す る の じ ḉ ！

高 精 度 電 子 天 び ん

タ イ プ を 例 と し て

性 能 を 確 認 し て

み ま し ḋ う ！

【高
精

度
電

子
天

び
ん

タ
イ

プ
】

ひ
ょ

う
量

（
計

測
で

き
る

最
大

値
）

　
→

　
6
k
g

目
量

（
最

小
表

示
）

　
→

　
0
.1

g
普

段
計

量
し

て
い

る
重

さ
　

→
　

1
k
g

と
し

ま
す

※
電

子
は

か
り

の
点

検
・
検

査
に

は
、

ひ
ょ

う
量

と
最

小
表

示
が

ポ
イ

ン
ト

！

助
手

の
ハ

カ
リ

君

ひ
ょ

う
量

目
量

（
最

小
表

示
）

点 検 ・ 検 査 す る 電 子

は か り の ひ ḋ う 量 と

目 量 を 調 べ る の じ ḉ ！

ハ カ リ 君

は い ᷝ 博 士 ！

ひ ḋ う 量 や 目 量 は

電 子 は か り の 側 面 や

裏 面 な ど に 付 い て い る

銘 板 な ど で わ か る の で

す ね ！

【銘
板

の
例

】
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ス テ Ḕ プ ３

電 子 は か り の

ひ ḋ う 量 か ら 使 用

す る 分 銅 の 質 量 を

決 め る の じ ḉ ！

 そ う じ ḉ ᷝ 一 番

使 う 重 さ じ ḉ ！

こ こ で は ᷝ １　 　 の

分 銅 が 必 要 じ ḉ ！

ま ず ᷝ 繰 り 返 し 性 の

検 査 に は ６ 　 の 分 銅

が 必 要 じ ḉ ！

そ れ か ら᷷ 定 期 検 査 に᷸

使 う 分 銅 の 質 量 は ・ ・ ・ ・

日 常 点 検 に᷸ 使 う

分 銅 の 質 量 は ᷝ 普 段

測 定 し て い る 重 さ

で す ね ！

ひ ḋ う 量 ６ 　 の

電 子 天 び ん の

場 合

次 は᷷ 　 定 期 点 検 に᷸

使 う 分 銅 の 質 量 は ᷝ

ひ ḋ う 量 及 び ひ ḋ う 量

の １ ／ ２ で す か ら ・ ・ ・ ・

そ う じ ḉ ᷝ

６ 　 と ３ 　 の 分 銅 が

必 要 な の じ ḉ ！

k
g

k
g

k
g

k
g

k
g

- 
1
1
 -

選 択 結 果 ！

例 と し て 取 り 上 げ た

高 精 度 電 子 天 び ん

ひ ḋ う 量 ６ 　 ᷝ 目 量　 　 　

の 点 検 ・ 検 査 に 使 う

分 銅 を 選 ん で き ま

し た ᷞ

最 終 選 択 結 果

は ᷝ こ の よ う に

な る の じ ḉ ！

決 ま り ま し た

ね ᷝ ウ エ ー ト

博 士 ！

k
g

0
.1 g

<
日

常
点

検
に

使
う

分
銅

>

<
定

期
点

検
に

使
う

分
銅

>

<
定

期
検

査
に

使
う

分
銅

>

分
銅

の
質

量

1
ｋ
ｇ

等
 級 F
2

形
 状

円
盤

型

材
質

と
数

量

ス
テ

ン
レ

ス
製

　
1
個

分
銅

の
質

量

1
ｋ
ｇ

2
ｋ
ｇ

5
k
g

1
k
g

等
 級 F
1

F
1

F
1

F
1

形
 状

円
盤

型

円
盤

型

円
盤

型

ま
た

は

円
盤

型

材
質

と
数

量

ス
テ

ン
レ

ス
製

　
1
個

ス
テ

ン
レ

ス
製

　
1
個

ス
テ

ン
レ

ス
製

　
1
個

ス
テ

ン
レ

ス
製

　
6
個

分
銅

の
質

量

1
ｋ
ｇ

2
ｋ
ｇ

5
k
g

1
k
g

等
 級 F
1

F
1

F
1

F
1

形
 状

円
盤

型

円
盤

型

円
盤

型

ま
た

は

円
盤

型

材
質

と
数

量

ス
テ

ン
レ

ス
製

　
1
個

ス
テ

ン
レ

ス
製

　
2
個

ス
テ

ン
レ

ス
製

　
1
個

ス
テ

ン
レ

ス
製

　
6
個
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そ れ か ら 偏 置

誤 差 の 検 査 に は

ひ ḋ う 量 の １ ／ ３

で す か ら ２ 　 の

分 銅 ！

直 線 性 の 検 査 に

は ᷝ ひ ḋ う 量 を

６ 等 分 し て 各 点 の

１  　 ᷝ ２  　 ᷝ ３  　 ᷝ

４  　 ᷝ ５  　 ᷝ ６  　

の 分 銅 が 必 要

な の じ ḉ よ ᷝ

ハ カ リ 君 ！

ハ カ リ 君 ！

そ ん な に 使 わ ん ヨ ！

一 般 的 に 分 銅 の 種 類 は ᷝ

１ 　 ᷝ ２ 　 ᷝ ５ 　 と な り ま す

の で ᷝ 下 表 の 組 合 わ せ で

使 用 す る こ と に な る

の じ ḉ ！

博 士 ～ ～

そ ん な に 持 て ま

せ ～ ～ ん

k
g

k
g

k
g

k
g

k
g

k
g

k
g

k
g

k
g

k
g

点
検

・
検

査
す

る
重

さ
日

常
点

検
定

期
点

検
定

期
検

査
使

用
す

る
分

銅
の

組
合

せ

1
k
g

2
k
g

3
k
g

4
k
g

5
k
g

6
k
g

1
k
g
分

銅

2
k
g
分

銅

1
k
g
分

銅
を

２
個

1
ｋ
ｇ
分

銅
＋

2
k
g
分

銅

1
k
g
分

銅
を

3
個

2
k
g
分

銅
を

２
個

1
k
g
分

銅
を

4
個

5
k
g
分

銅

1
k
g
分

銅
を

5
個

1
k
g
分

銅
+

5
k
g
分

銅

1
k
g
分

銅
を

6
個

○
印

は
、

使
用

す
る

分
銅

の
質

量

- 
1
0
 -

ス テ Ḕ プ ６

次 は ᷝ 分 銅 の

材 質 を 選 ぶ

の じ ḉ ！

使 用 環 境 や 耐 久 性

コᷝ ス ト な ど を

考 慮 し て 利 用 者

が 選 び ま す ᷞ

耐 環 境 性 や 耐 久 性

重 視 な ら ス テ ン レ

ス 製 コᷝ ス ト 重 視 な

ら ス テ ン レ ス 以 外

と な り ま す ᷞ

ス
テ
ン
レ
ス
は
、ぶ
つ
け
て
凹
ん
で
も
質
量

の
変
化
が
少
な
い
し
、錆
び
に
く
い
で
す
ね！

円
筒

型
分

銅
・
円

盤
型

分
銅

枕
型

分
銅

板
状

分
銅

ス
テ

ン
レ

ス
製

ス
テ

ン
レ

ス
製

ス
テ

ン
レ

ス
製

黄
銅

ク
ロ

ム
メ

ッ
キ

鋳
鉄

製

洋
銀

製
(５

m
以

下
は

ア
ル

ミ
)

ス
テ

ン
レ

ス
製

は
メ

ッ
キ

な
ど

表
面

処
理

が
無

い
た

め
、

ぶ
つ

け
て

も
へ

こ
む

だ
け

で
質

量
変

化
へ

の
影

響
が

少
な

く
安

定
性

が
高

く
、

ま
た

耐
食

性
に

優
れ

て
い

ま
す

。

黄
銅

ク
ロ

ム
メ

ッ
キ

製
は

ぶ
つ

け
た

時
、

メ
ッ

キ
が

剥
が

れ
る

可
能

性
が

あ
り

、
ま

た
腐

食
す

る
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

ス
テ

ン
レ

ス
製

よ
り

一
般

的
に

ロ
ー

コ
ス

ト
で

す
。

ス
テ

ン
レ

ス
製

は
メ

ッ
キ

な
ど

表
面

処
理

が
無

い
た

め
、

ぶ
つ

け
て

も
へ

こ
む

だ
け

で
質

量
変

化
へ

の
影

響
が

少
な

く
安

定
性

が
高

く
、

ま
た

耐
食

性
に

優
れ

て
い

ま
す

。

鋳
鉄

製
は

塗
装

が
剥

げ
易

く
、

ま
た

磁
気

を
お

び
易

い
で

す
が

、
一

般
的

に
ロ

ー
コ

ス
ト

で
す

。

ス
テ

ン
レ

ス
製

は
F

1
～

M
1
の

等
級

に
使

用
さ

れ
安

定
性

が
高

く
、

耐
食

性
に

も
優

れ
て

い
ま

す
。

洋
銀

製
は

F
2
～

M
2
の

等
級

に
使

用
さ

れ
、

比
較

的
ロ

ー
コ

ス
ト

で
す

。

ウ ～ ム
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そ れ で は ᷝ 例 の 高 精 度

電 子 天 び ん に 最 適 な

分 銅 の 形 状 を 選 び

ま す ᷞ

使 用 す る １ 　 ᷝ ２ 　 ᷝ ５ 　

の Ｆ １ 級 分 銅 が 用 意 さ

れ て い る の は ᷝ 円 筒 型

と 円 盤 型 で す か ら ᷝ

こ の ２ タ イ プ か ら 選 ぶ

こ と に な り ま す ᷞ

点 検 に は ᷝ 複 数 の

分 銅 を 組 合 せ る の

で ᷝ 積 み 重 ね ら れ る

円 盤 型 が 最 適 と な

り ま す ᷞ

k
g

k
g

k
g

使
用

分
銅

1
k
g
 F

1
級

2
k
g
 F

1
級

5
k
g
 F

1
級

円
筒

型
分

銅

○ ○ ○ ○

円
盤

型
分

銅

◎ ◎ ◎

枕
型

分
銅

× × ×

板
状

分
銅

× × ×

分
銅

の
特

徴
な

ど
か

ら
、

分
銅

別
に

用
意

さ
れ

て
い

る
質

量
と

等
級

を
ま

と
め

る
と

一
般

的
に

次
表

の
よ

う
に

な
り

ま
す

。

分
銅

の
種

類
等

 級
F

1
F

2
M

1
M

2

分
銅

の
質

量
1
ｍ

ｇ
1
0
ｍ

ｇ
1
0
0
ｍ

ｇ
1
ｇ

1
0
ｇ

1
0
0
ｇ

1
0
ｋ
ｇ

1
ｋ
ｇ

1
0
0
ｋ
ｇ

円
筒

分
銅

円
盤

分
銅

増
し

お
も

り
型

分
銅

枕
型

分
銅

板
状

分
銅

1
ｍ

ｇ
1
ｇ1
ｇ

2
0
ｋ
ｇ

1
0
ｇ

5
ｋ
ｇ

1
0
ｇ

5
ｋ
ｇ

5
0
0
ｇ

1
0
0
ｋ
ｇ

分 銅 の 最 大 許 容

誤 差 は ᷝ 電 子

は か り の 目 量 の

　  １ ／ ３ 以 下 で す ᷞ

- 
6
 -

ス テ Ḕ プ ４

電 子 は か り の 性 能

に 見 合 Ḉ た 分 銅 の

等 級 を 決 め る

の じ ḉ ！

分 銅 の 等 級 は ᷝ

Ｊ Ｉ Ｓ で 分 銅 の 持 つ

最 大 許 容 誤 差 に

応 じ て 下 表 に 示 す

よ う に 定 め ら れ て

い ま す ᷞ

±

分
銅

の
等

級
と

最
大

許
容

誤
差

2
0
k
g

1
0
k
g

5
k
g

2
k
g

1
k
g

5
0
0
g

2
0
0
g

1
0
0
g

5
0
g

2
0
g

1
0
g

5
g

2
g

1
g

5
0
0
m

g

2
0
0
m

g

1
0
0
m

g

5
0
m

g

2
0
m

g

1
0
m

g

5
m

g

2
m

g

1
m

g

表
す

量
F

1
級

(特
級

)分
銅

F
2
級

(1
級

)分
銅

M
1
級

(2
級

)分
銅

M
2
級

(3
級

)分
銅

1
0
0

5
0

2
5

1
0

5
.0

2
.5

1
.0

0
.5

0

0
.3

0

0
.2

5

0
.2

0

0
.1

6
  

（
0
.1

5
）

0
.1

2

0
.1

0

0
.0

8
0

0
.0

6
0

0
.0

5
0

0
.0

4
0

0
.0

3
0

0
.0

2
5

0
.0

2
0

0
.0

2
0

0
.0

2
0

3
0
0

1
6
0

8
0

3
0

1
6
 

8
.0

 

3
.0

1
.6

1
.0

0
.8

0

0
.6

0

0
.5

0

0
.4

0

0
.3

0

0
.2

5

0
.2

0

0
.1

6

0
.1

2

0
.1

0

0
.0

8
0

0
.0

6
0

0
.0

6
0

0
.0

6
0

1
0
0
0

5
0
0

2
5
0

1
0
0

5
0

2
5

1
0

5
.0

3
.0

2
.5

2
.0

1
.6

1
.2

1
.0

0
.8

0
.6

0
.5

0
.4

0
.3

0
.2

5

0
.2

0

0
.2

0

0
.2

0

3
0
0
0

1
6
0
0

8
0
0
 

3
0
0

1
6
0
 

8
0
 

3
0

1
6
 

1
0

8
.0

6
.0

5
.0

4
.0

3
.0

2
.5

2
.0

1
.6

 

- - - - - -

(1
5
0
)

(7
5
)

(1
5
)

(7
.5

)

(1
.5

)

(0
.1

5
)

(1
.5

)

(－
)

(－
)

(－
)

(1
5
0
0
)

(7
5
0
)

(1
5
0
)

(7
5
)

(1
5
)

(1
.5

)

(1
.2

)

(0
.9

)

(0
.7

5
)

単
位

：
m

g

J
IS

 B
 7

6
0
9
及

び
(基

準
器

検
査

規
則

)に
よ

る
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ス テ Ḕ プ ５

次 は ᷝ 分 銅 の 形 状 を

選 ぶ の じ ḉ ！

分 銅 の 形 状 毎 の 特 徴

は 次 の 通 り で す ᷞ

円
筒

型
分

銅

円
盤

型
分

銅

増
お

も
り

型
分

銅

板
状

分
銅

枕
型

分
銅

○
一

般
的

に
広

く
知

ら
れ

て
い

　
る

形
の

分
銅

で
す

。
　

主
に

精
密

な
は

か
り

や
小

型
の

は
か

り
の

点
検

・
検

査
、

校
正

に
使

用
さ

れ
ま

す
。

○
取

り
扱

い
が

容
易

で
、

　
複

数
積

み
重

ね
る

こ
と

が
　

で
き

、
使

い
易

い
分

銅
で

す
。

主
に

普
及

タ
イ

プ
や

高
精

度
タ

イ
プ

の
電

子
天

び
ん

や
は

か
り

の
点

検
・
検

査
、

校
正

に
使

用
さ

れ
ま

す
。

○
板

状
の

小
質

量
（
1
m

g
～

1
g
）
の

分
銅

で
す

。

主
に

は
か

り
の

感
度

確
認

や
精

密
な

は
か

り
の

点
検

・
検

査
、

校
正

に
使

用
さ

れ
ま

す
。

○
ズ

レ
防

止
の

段
・
溝

付
で

複
数

個
積

み
　

重
ね

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
　

主
に

下
皿

式
（
吊

り
下

げ
式

）
の

は
か

り
　

に
使

用
し

ま
す

。

※
一

般
的

に
、

電
子

は
か

り
の

点
検

・
検

査
　

目
的

に
は

使
用

し
ま

せ
ん

。

○
握

る
部

分
が

あ
り

、
持

ち
運

び
　

が
容

易
で

積
み

重
ね

も
簡

単
な

　
実

用
的

な
分

銅
で

す
。

主
に

大
型

の
は

か
り

の
点

検
・
検

査
、

校
正

に
使

用
さ

れ
ま

す
。

- 
7
 -

目 量 は ᷝ  　 　  で す か ら ᷝ そ の

１ ／ ３ で 最 大 許 容 誤 差 が

   　 　     以 下 の 分 銅 を 選 び

ま す ᷞ

分 銅 の 誤 差 も 合 計 さ れ る

の で ᷝ ス テ Ḕ プ ３ で 求 め ら

れ た 分 銅 の 等 級 の 組 合 せ

は 下 表 の 通 り と な り

ま す ᷞ

点 検 ・ 検 査 す る 重 さ

に よ Ḉ て ᷝ １ 　 ᷝ ２ 　 ᷝ

５　  ᷝ の 分 銅 を 組 合

わ せ て 使 用 し て も

良 い し ᷝ １ 　 分 銅 を

必 要 数 組 合 わ せ て

も 良 い の じ や ！

た だ し ᷝ 最 大 許 容

誤 差 の 累 積 に 注 意

し て 分 銅 の 等 級 を

決 め ま す ᷞ

0
.1 g

± 3
3

m
g

ｋ
ｇ

ｋ
ｇ

ｋ
ｇ

ｋ
ｇ

点
検

・
検

査
す

る
重

さ
日

常
点

検
定

期
点

検
定

期
検

査
分

銅
の

組
合

せ
と

等
級

最
大

許
容

誤
差

1
k
g

2
k
g

3
k
g

4
k
g

5
k
g

6
k
g

1
k
g
分

銅
 F

2
級

2
k
g
分

銅
 F

2
級

1
k
g
分

銅
 F

1
級

を
2
個

1k
g分

銅
 F

1級
+

2k
g分

銅
F

1級

1
k
g
分

銅
 F

1
級

を
3
個

2
k
g
分

銅
 F

1
級

を
2
個

1
k
g
分

銅
 F

1
級

を
4

個

5
k
g
分

銅
 F

1
級

1
k
g
分

銅
 F

1
級

を
5
個

1k
g分

銅
 F

1級
+

5k
g分

銅
F

1級

1
k
g
分

銅
 F

1
級

を
6
個

±
1
5
m

g

±
3
0
m

g

±
5
m

g
×

2
=

±
1
0
m

g

±
5
m

g
+

±
10

m
g
=

±
15

m
g

±
5
m

g
×

3
=

±
1
5
m

g

±
1
0
m

g
×

2
=

±
2
0
m

g

±
5
m

g
×

4
=

±
2
0
m

g

±
2
5
m

g

±
5
m

g
×

5
=

±
2
5
m

g

±
5
m

g
+

±
2
5
m

g
=

±
3
0
m

g

±
5
m

g
×

6
=

±
3
0
m

g

注
1

注
2

注
3

注
1
　

1
k
g
の

分
銅

は
重

さ
1
k
g
の

点
検

で
あ

れ
ば

F
2
級

で
良

い
の

で
す

が
、

3
k
g
や

6
k
g
の

点
検

・
検

査
の

時
、

他
の

分
銅

と
組

合
わ

せ
る

の
で

F
1
級

が
必

要
と

な
り

ま
す

。

注
2
　

2
k
g
の

分
銅

も
重

さ
2
k
g
の

点
検

で
あ

れ
ば

F
2
級

で
良

い
の

で
す

が
、

4
k
g
の

検
査

の
時

、
2
個

使
う

の
で

F
1
級

が
必

要
と

な
り

ま
す

。

注
3
　

1
k
g
の

分
銅

は
重

さ
2
k
g
の

定
期

検
査

で
あ

れ
ば

F
2
級

で
良

い
の

で
す

が
、

3
k
g
や

6
k
g
の

検
査

の
時

、
他

の
分

銅
と

組
合

わ
せ

る
の

で
F

1
級

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
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